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T-Kernelの概要
全体的な位置付け
T-KernelのT-Engineシステム全体における位置付けを[図1]に示す。
図 1. T-Kernelの位置付け




      T-Kernelは、T-Kernel/OS(Operating System)、T-Kernel/SM(System Manager)、および T-Kernel/DS(Debugger Support)を含む全体を指すが、T-Kernel/OSのみを(狭義の)T-Kernelと呼ぶ場合もある。
T-Kernel/OS(Operating System)は、以下のような機能を提供する。

	              タスク管理機能
            

	              タスク付属同期機能
            

	              タスク例外処理機能
            

	              同期・通信機能
            

	              拡張同期・通信機能
            

	              メモリプール管理機能
            

	              時間管理機能
            

	              割込み管理機能
            

	              システム状態管理機能
            

	              サブシステム管理機能
            



      T-Kernel/SM(System Manager)は、以下のような機能を提供する。

	              システムメモリ管理機能
            

	              アドレス空間管理機能
            

	              デバイス管理機能
            

	              割込み管理機能
            

	              I/Oポートアクセスサポート機能
            

	              省電力機能
            

	              システム構成情報管理機能
            

	              メモリキャッシュ制御機能
            

	              物理タイマ機能
            

	              ユーティリティ機能
            



      T-Kernel/DS(Debugger Support)は、デバッガ専用に以下のような機能を提供する。

	              カーネル内部状態取得機能
            

	              実行トレース機能
            



      
		T-Kernel 1.0との差異
	 	          メモリキャッシュ制御機能、物理タイマ機能、ユーティリティ機能は、T-Kernel 2.0で追加された機能である。






	前のページ	ホーム	次のページ
	T-Kernel/DS システムコール索引	 	適応化


